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「二宮尊徳に学ぶ」講述
　　　　　　　　　　　　塾長　八幡正則
テキスト

『二宮先生道歌選』佐々井信太郎著

〔五六〕過失を改める歌
　日々日々に積る心のちりあくた
　　あらひながして我をたづねん
　

　この歌は、洗たくの歌と関連する反省、修養の意義を表明した歌である。それは題を論語学而篇の「過てば改むるにはばかることなかれ」の語に取ったのでも明了である。積る心のちりあくたは、過失もあり、煩悩もある。その過失、煩悩は凡人の常として、毎日のように積み重ねている。そうしてそれを過失と知り、間違っていると気付いても中々改めることができないで、かえってその罪を重ねていることさえある。だから過失と知ったら即時改めて善行を積まねばならぬと、古来これを戒めたことばも数々ある。
　ところがその方法として、それを洗い流せよというだけでは弱い。そこでこの歌は、結句のところに「我をたづねん」とある。別句で「我を助けよ」ともある。その我というのは何か、過ちを改めることが、我とどう関係するのか。そこでこの歌を生活の実際に当てて見て、その生活上の過ちを勤業の怠りか、消費のおごりか、分度を失って借財を生じたこととして判断してみよう。
　分度生活を無視して経済が不如意になることは大きな過失である。それを借金などでその日を過ごすことは更に過失である。しかもそれが毎日毎日の生活心情に積るちりあくたである。その過失を改め、その怠りやおごりを洗い流し、分度生活を正しく行うときは、そこに天分に相応する生活ができる。その天分こそまことの我である。そうして分度はその我を助けることになる。
　天分は、必ずしも経済的なことのみではない、社会的なこと、家族的なこと、思想的なことについても、各人の天性や、家族や、一切の環境における地位も天分と大きな関連を持つ。別して思想は天分が根本であって、また環境が重大な開闢をする。古来有名な哲人とか偉人と称された人々は、その時代が大きな影響を与えるけれども、本来の天性がその人を別人とする。そこに我がある。
　ただ「我」はその環境と関連して開闢するものであるが、修養とか鍛錬とかによって一変する。その修練が日々休まずに行われるかどうかによって異なる。朝夕の坐禅や静思は学者の方法、毎日の勤業は大衆の修練の場である。
塾長より〕

　「天分」という言葉が出てきます。天分とは広辞苑に「天から分け与えられた性質・才能」とあります。封建時代の身分制度で年貢納入者と位置付けられた民百姓には、天分を動かざる宿命と受け取り、自暴自棄に陥る者が多かったのです。そういう環境の下で、いかにして民百姓に「やる気」を起させるか、二宮翁が折に触れ、似たような歌をいくつも詠んだ心情が思いやられます。（次号へ続く）
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